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１．はじめに  

 道路橋の鉄筋コンクリート（ＲＣ）床版は，交通量の増大と老朽化により劣化がみられる．このようなＲＣ床

版の工期短縮を目的としたメンテナンスとして，プレキャスト床版による架け替え工法が提案される．しかし，

プレキャスト床版を用いた架け替えの場合においても，床版接合部の間詰めコンクリートの養生などのため，常

に片側通行を行わなければならないなどの課題がある．この問題を解決すべく，間詰めコンクリートの施工を伴

わず交通開放が可能な施工方法として，従来，シールドトンネルセグメントの接合に用いられているコッタージ

ョイントを床版の橋軸方向の継ぎ手に用いることを提案し，梁供試体について疲労性状を明らかにした． 

２．実験概要  

２．１ コッタージョイントを用いた床版の継手構造 

コッタージョイントは，Ｃ型金物とアンカー筋およびＨ型金物より構

成される．Ｃ型金物とアンカー筋が予め設置されたプレキャスト床版同

士を，Ｃ型金物にＨ型金物を油圧締付具にて圧入することにより，クサ

ビが効果的に働き，強力かつ容易に床版接合部の締結が行われる．図－

１にコッタージョイントの構造を示す．接合面は乾式であり，Ｈ型金物

を挿入することでプレキャスト床版同士が連結されるため，Ｈ型金物挿

入孔等を鋼板等で塞ぐことで交通開放が可能である． 
２．２ 供試体 

 供試体は図－２に示すように支間中央にコッタージョイン

トによる接合面を設けた単純梁である．接合面にはコッター

ジョイントを二組設置している．接合面以外の一般部には

D16 を 8 本配置した．圧入によりＨ型金物に発生する引張応

力度は，Ｈ型金物の材質がSCM435 であり，ボルト(8.8)と同

等であるため，290N/mm2を許容値１)に適用している． 

２．３ 載荷方法 

 載荷は供試体支間を2100mm とし３等分点載荷にて行った．

疲労試験の上限荷重および下限荷重は 48.0kN および 4.8kN，

繰り返し載荷速度は３Hz，繰り返し回数は200万回とした．

上限荷重は供用時の荷重より設定した．なお，繰り返し載荷

終了後に静的載荷試験を行った． 

３．実験結果 

３．１ 疲労載荷試験結果 

 Ｈ型金物のひずみは，圧入により生じている初期ひずみか

ら載荷荷重により増加し，載荷によるひずみの変動幅は 150

μ程度で安定したものであった．繰り返し載荷が進むに従い，

ひずみの上限値および下限値はやや増加する傾向が見られた．

事前に行ったＨ型金物の疲労試験結果から200万回繰り返し

載荷に対する制限値を求め，梁供試体の試験結果とともに図

図－２ 供試体 
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図－１ コッタージョイントの構造 
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図－３ 載荷回数とＨ型金物の発生ひずみ 
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－３に示した．本試験によるひずみ量は200万回制限値内にあ

り，200 万回繰り返し載荷に対して十分な耐力を有しているこ

とが確認できた．たわみ量は，繰り返し載荷が進むに従い増加

する傾向にあるが，載荷初期（100 回）から 200 万回までの増

加量は1mm程度であった．また，載荷によるたわみの変化量は，

載荷初期から200万回までにおいて1.2～1.5mmで安定している

（図－４参照）．支間方向の複数の位置にてたわみ量を計測した

結果（図－５参照），接合部が開くことで，他の部分の変形が抑

制されていると思われた．また，接合部の開き量についても，

繰り返し載荷が進むに従い増加する傾向が見られ，0.2mm から

0.5mm まで増加した（図－６参照）．載荷による開き量の変化量

は0.2mm 程度で安定したものであった．ひび割れについては，

載荷当初は発生していないが，載荷回数が100万回を超えたあ

たりから載荷点下付近および純曲げ区間内に曲げひび割れが発

生した． 

３．２ 静的載荷試験結果 

 疲労試験終了後，静的載荷試験を行い破壊荷重の確認を行っ

た．載荷試験結果を図－７に示す．設計荷重時の変形は弾性域

内であることが確認された．破壊荷重は220.9kN であり，実測

の物性値を用いてＲＣ部材と同様の計算手法にて求めた計算値

（203.3kN）を 9％上まわるものであった．疲労試験を行った後

の破壊耐力は，行わない場合と比較して数％大きくなることが

報告２)されているが，これを考慮しても計算値と実測値はよく

あっていると言える．破壊形態はＨ型金物の降伏後，接合部上

縁コンクリートが圧縮破壊するものであった． 

４．まとめ 

 コッタージョイントを用いて接合した梁供試体について載荷

試験を行い，以下の知見を得た． 

① 想定した荷重において 200 万回の繰り返し載荷に十分耐え

る疲労耐力を有する． 

② 接合部の開き量は，載荷初期は0.2mm 程度であり，200万回

載荷時には0.5mm 程度となるが，載荷による変化量は0.2mm 程

度で一定である． 

③ たわみ量は，繰り返し載荷が進むに従い増加する傾向がある

が，200万回載荷までの増加量は1mm程度である． 

④ 破壊荷重は計算値と良く一致しており，通常のＲＣ部材と同

様の設計法を用いることができる． 

以上より，コッタージョイントを用いてプレキャスト床版を接

合する構造の性状が明らかになり，コッタージョイントが床版の継ぎ手として適用可能であると考えられる．ま

た，実施にあたっては，接合部の開き量増加への対応や施工方法など検討すべきことがあるため，今後さらに研

究を進める必要がある． 
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図－６ 載荷回数と接合部の開き量 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.0E+01 1.0E+02 1.0E+03 1.0E+04 1.0E+05 1.0E+06 1.0E+07
繰り返し数(回)

接
合
面
の
開
き
量
(m

m
)

上限値

下限値

図－５ たわみ発生状況 
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図－４ 載荷回数と支間中央のたわみ量 
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図－７ 載荷試験結果 
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